
౰社はত和 47年、遠野市に吉田通信工業㈱を設立し（そ
の後、ϫイ・デー・ケー・イϫテとなる）、平成 14年に౰社、
㈱ϫイ・デー・ケー及びϫイ・デー・ケー精密の３社が
合ซし、社内カンパニー制度によりϫイ・デー・ケーコ
ミュニケーションズとなͬていたが平成 28年、社内カン
パニー制を廃止し、ג式会社ϫイ・デー・ケー東๺工場
として࠶ฤされた。ओたる事業は通信・์ૹ機ث、制御
機ث、設備機械等に内ଂされるج൘実装であり、なかで
も์ૹ分野とそれに関࿈する機ثの実装受注が最も多い。
現在、実装部品の入ՙ検査、ج൘製造、׬成品の検査
など、出ՙまでの �工程を自社内で行ͬている。
本補助事業で取り組Ήトレーサビリティーシステムと
は、実装された部品の 々のݸ、までཤྺを௥੻できݸ1
製品がいつ、どの部品を使ͬて製造されたか、管理ソフ
トにより一元管理できるシステムである。
౰社が新規参入を目指すҩ療機ث分野において、ҩ療
機ثのෆ۩合は人໋に直݁する。ෆ۩合がىこͬたとき、
そのӨڹするൣғを迅速に特定する必要があるため、ҩ
療機ثを受注する前提として、トレーサビリティーシス
テムの導入が必ਢ৚件となͬていることも多く、この分
野の新規開拓には、工場内のトレーサビリティーシステ
ムが必要ෆՄܽなものであͬた。
また、このシステムの構築にはコストも必要とされる
ことから、౰社と同規模のଞ社ではこのシステムの構築
はまだ整備されていないとࢥ料される。このことから自
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成果
平成 27年夏より生産転用を
開始。平成 28年春より全面
運用が可能になったことか
ら、目的としていた医療機器
分野の新規受注につながって
いる。

経緯
車載機器、医療機器分野の新規開拓
及び受注、他社との差別化、高度な
品質管理を目指し、製品の部品を含
めた個体単位で、一元管理できるト
レーサビリティーシステムの構築に
取り組んだ。

実施内容
基板に直接ＱＲコードをレーザー印字する
レーザーマーキング装置を導入。同時に実
装する電気部品へのＱＲコード割り付けと
ラベルの貼り付けを実施。別途、これらの
管理ソフトの開発を進め、独自のトレーサ
ビリティーシステムの構築を行った。
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製品基板にＱＲコードのレーザー印字を行う。その後、読み取り用
ソフトウェアを使用し、データベースに蓄積する。

本補助事業で新たに導入したレーザーマーキング装置。

左から、東北工場工場長の三浦修さん、常務取締役の伊藤卓郎さん、
生産技術部長の谷澤正春さん、総務・経理部の菊池啓之さん。

基板に組み込む電気部品にもＱＲコー
ドが割り付けられる。基板のＱＲコー
ドと紐を付けることで、製品単位の管
理が可能となる。

基板に直接レーザーでＱＲコードを印字
する。

社の強みのͻとつとしてଞ社とのࠩผ化を図り、ҩ療機
受注の଍がかりになると൑断し、トレーサビリティーث
システムの構築に取り組Ήこととした。

౰社では、これまで製品の製造ཤྺ管理はコンピュー
タと書類の 2通りで行ͬており、クレームや製品ෆྑの
ۤ情がきても製品ݸ体の部品までは௥੻できͣ、かつ迅
速な対応ができないという໰୊点を๊͑ていた。
このため本補助事業により、製品ج൘に直઀̧̦コー
ド（̎次元バーコード）をレーβーҹࣈするレーβーマー
キング装置を導入するとともに、実装する電ؾ部品にも
それぞれ̧̦コードを割り付け、̧̦コードをҹࣈした
ラϕルをష付することとした。それらを一元管理するプ
ログラムソフトウェアの開発もผ్ਪし進め、製品ݸ体
の部品୯Ґまで管理するトレーサビリティーシステムを
構築した。
の調整はॱ調に進௙したが、約ࣈ൘へのレーβーҹج
2ສछ類ある電ؾ部品への̧̦コードの割り付け及びラ
ϕルのషり付けにはかなりの࿑力を要した。またՔಇ開
にあたり、管理プログラムソフトウェアとの一体管理࢝
にも෗心したが、म正を重Ͷながら౰ॳの計画通り、平
成 27年̐月にԾՔಇをスタートさせた。
このシステムにより、ج൘に取り付けられた̧̦コー
ドを֩とし、実装される部品の一つͻとつがඥ付けされ
たこれらの情報は、データϕースで一元管理され、ݸ々

の部品にΘたる製品ݸ体の製造ཤྺの検ࡧをॠ࣌に行う
ことがՄ能となͬた。

これまで製品の製造ཤྺの௥੻は、製造ロット୯Ґで
あͬたが、新システムの構築により、製品ݸ体୯Ґまで
管理、௥੻がՄ能となͬた。現在、౰社がѻう電子機ث
部品の約 �0ˋは実装機による̨ＭＴ（ද໘実装）であり、
実装工程で自動ಡみ取り機が̧̦コードのデータを஝ੵ
していくこととなͬた。
製品ෆྑやෆ۩合が発生した場合、ෆྑとなͬた製品
をݸ体ごとに௥੻、൑ผができることから、そのӨڹを
及΅すൣғを迅速に特定し、٬ސへ報ࠂするとともに、
ճ収リスクを最小ݶに཈͑ることがՄ能となる。これま
でෆྑ品を発ݟし特定するまでは、਺人の社һがઐ೦し
ても਺िؒのؒ࣌を要していたが、このシステムでは約
１日程度まで短縮できる。このことは同࣌に٬ސが求め
る「正確なෆྑݪҼ解析の報ࠂ及びその対応」に応͑る
こととなり、٬ސとのさらなる信པ関܎のৢ成にもつな
がる。
また、これら一元化されたデータは、製造現場だけで
はなく、設計や品質管理、資材ߪങ部門など多くの関࿈
部ॺとも共用ができることから、製品の品質保࣋にཹま
らͣ、全社を対象としたマωジメント効果も期଴され、
高度な̦ＣＤʤ2VBMJUZ（品質）、$PTU（අ用）、DFMJWFSZ
（納期）ʥ管理の実現にもݙߩするものと考͑られる。

平成 27年のՆには、ҩ療機ث関࿈の部品製造への生産
స用が࢝まͬており、౰ॳの目的であͬた新規分野の開
拓と受注を開࢝している。

現在、ҩ療機ثにݶらͣ安全性が強く求められる車載
機ثも、トレーサビリティーシステムの整備が受注৚件
となͬている。今後、大きな需要がࠐݟまれるҩ療機ث
分野への進出はもとより、県内での生産量も多くなͬて
いる自動車の車載機ثへの進出もੵ極的に行ͬていきた
いと考͑ている。
また、౰社はこれまで多品छ小ロットの受注が多かͬ
たが、今後は月୯Ґの大きなロット受注の動きもある。
工場では受注量が多くなるとともに、供給に伴う生産
リスクも大きくなるが、トレーサビリティーシステムに
よる品質管理は、リスクマωジメントの؍点からも大き
なҖ力を発شすることがࠐݟまれる。
トレーサビリティーシステムを付加価஋のͻとつとし
て٬ސに提案することにより、受注୯価の増ֹに݁び付
け、売り上げֹの向上にݙߩしたい。
平成 28年य़よりこのトレーサビリティーシステムの全
໘運用がՄ能となͬたことから、今後はϗームϖージな
ども活用しながら、ੵ極的にこのシステムのアピールに
౒め、受注拡大につなげていきたい。
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